
　１０月２８日（火）、東日本大震災以降、「行政丸ごと支援」という形
で、区画整理や学校施設の復旧などの幅広い分野で支援をいただいてい
る名古屋市と友好都市の協定を締結しました。
　既に両市の中学生においては、教育委員会が締結した「絆協定」のも
と、お互いに訪問して交流を深めています。今後もまちの魅力を共有し
て、市民の皆さんが安心して暮らせるまちづくりに努めてまいります。

名古屋市と友好都市の協定を締結

２０１４年（平成２６年）
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今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人

は
、
本
市
に
居
住
し
て
い
る
平
成

６
年
12
月
15
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
で
す
。

　

ほ
か
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
て

き
た
場
合
、
平
成
26
年
９
月
１
日

ま
で
に
転
入
の
手
続
き
を
済
ま

せ
、
引
き
続
き
居
住
し
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

市
内
で
転
居
さ
れ
た
人
で
、
11

月
22
日
以
降
に
転
居
の
届
出
を
し

た
人
は
、
転
居
前
住
所
地
の
投
票

所
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

　

入
場
券
は
、
12
月
５
日
ご
ろ
に

郵
便
で
み
な
さ
ん
の
お
手
元
に
届

く
予
定
で
す
。

　

入
場
券
に
は
氏
名
や
住
所
・
性

別
・
投
票
所
な
ど
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
届
い
た
ら
す
ぐ
に
記
載

内
容
を
確
認
し
、
間
違
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
場
合
は
、
選
挙

管
理
委
員
会
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。　

　

入
場
券
は
、
投
票
日
ま
で
大
切

に
保
管
し
、
当
日
は
忘
れ
ず
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
場
券
を
紛
失
し
た
場

合
や
入
場
券
が
な
い
（
届
か
な
い
）

場
合
で
も
、
本
人
確
認
を
し
た
上

で
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
当
日
投

票
所
の
受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

　

候
補
者
名
で
投
票
す
る
「
小
選

挙
区
選
出
議
員
選
挙
」、
政
党
名

で
投
票
す
る
「
比
例
代
表
選
出
議

員
選
挙
」、
や
め
さ
せ
た
方
が
よ

い
と
思
う
裁
判
官
に
×
印
を
つ
け

る
「
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審

査
」
の
三
種
類
の
投
票
を
行
い
ま

す
。

　

学
生
な
ど
で
、
本
市
に
住
民
登

録
を
し
て
い
て
も
、
実
際
に
は
、

ほ
か
の
市
町
村
に
居
住
し
て
い
る

人
は
、
住
所
が
な
い
と
判
断
さ
れ

投
票
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

三

つ

の

投

票

を

行

い

ま

す

学
生
の
皆
さ
ん
は

ご

注

意

を

投
票
で
き
る
人
は

入
場
券
を
忘
れ
ず
に

　１１月２１日に衆議院が解散したことにより、１２月１４日に衆議院議員総選挙が行われ、こ
れにあわせて最高裁判所裁判官国民審査も同時に行われます。
　投票は、午前７時から午後７時まで、市内２４か所の投票所で行われます。あなたの大切な一
票です。棄権せず、必ず投票しましょう。
　また、投票日に投票所へ行けない人は、期日前投票または不在者投票をしましょう。

衆議院議員総選挙
最高裁判所裁判官国民審査
12月14日（日）午前７時〜午後７時投票

投票区 投票場所 投票区 投票場所

高田第１ 市立高田小学校 米崎第１ 市立高田東中学校
（旧市立米崎中学校）

高田第２ 高田町和野会館 米崎第２ 米崎町和方会館

高田第３ 高田町小泉公民館 米崎第３ 自然環境活用センター
（米崎コミセン）

高田第４ 市立第一中学校 矢作第１ 旧矢作町財産区事務所

気　　仙 漁村センター
（長部コミセン） 矢作第２ 下矢作多目的研修セン

ター（下矢作コミセン）

広田第１ 市立広田小学校 矢作第３ 生 出 多 目 的 集 会 セ ン
ター（生出コミセン）

広田第２ 広田町中沢浜公民館 矢作第４ 矢作町小黒山公民館
広田第３ 広田町大陽公民館 矢作第５ 雪沢地域文化伝承会館

広田第４ 広田町小袖公民館 竹　　駒 定住促進センター
（竹駒コミセン）

広田第５ 広田町根岬集会所 横田第１ 横田町第２区部落会館

小友第１ ふ る さ と セ ン タ ー
（小友コミセン） 横田第２ 横田基幹集落センター

（横田コミセン）
小友第２ 小友町矢の浦公民館 横田第３ 横田町第６区町内会館
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投
票
日
に
投
票
所
に
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
期
日

前
投
票
と
不
在
者
投
票
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

期
日
前
投
票
で
は
投
票
日
と
同

じ
よ
う
に
期
日
前
投
票
所
で
投
票

で
き
ま
す
。

　

不
在
者
投
票
で
は
投
票
用
紙
を

封
筒
に
入
れ
、
封
筒
に
署
名
し
投

票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

投
票
日
に
投
票
所
に
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
人
は
、
早
め
に
投
票

を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　

投
票
日
に
次
の
よ
う
な
理
由
で

投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い

人
は
、
期
日
前
投
票
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

・
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭

な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
人

・
用
務
や
事
故
な
ど
で
自
分
の
投

票
区
の
区
域
外
に
い
る
人

・
病
気
や
ケ
ガ
、
出
産
な
ど
の
た

め
歩
行
が
困
難
な
人

　

た
だ
し
、
投
票
す
る
時
点
で
ま

だ
19
歳
の
人
に
つ
い
て
は
、
期
日

前
投
票
で
は
な
く
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
入
場
券
が
配
付
さ
れ
た

人
は
入
場
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

票
用
紙
の
請
求
方
法
な
ど
は
、
前

記
の
「
市
外
に
滞
在
し
て
い
る
人

は
」
と
同
様
で
す
。

　

た
だ
し
、
避
難
先
に
住
民
登
録

を
移
し
た
人
で
、
避
難
先
の
市
町

村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
は
避
難
先
の
市
町
村
で
の

投
票
と
な
り
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷

病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
や
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
人
で
、
そ
の
障
が

い
（
要
介
護
）
の
程
度
が
一
定
の

基
準
に
あ
て
は
ま
る
人
は
、
郵
便

等
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。

　

郵
便
等
で
投
票
す
る
場
合
は
、

前
も
っ
て
郵
便
等
投
票
証
明
書
の

交
付
を
受
け
、
投
票
用
紙
を
請
求

す
る
際
は
、
そ
の
証
明
書
を
添
え

て
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

投
票
用
紙
の
請
求
は
、
投
票
日

の
４
日
前
（
12
月
10
日
）
ま
で
に

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

証
明
書
に
は
有
効
期
限
が
あ
り

ま
す
の
で
、
期
限
が
切
れ
て
い
る

場
合
は
、
改
め
て
証
明
書
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障

　

出
稼
ぎ
や
出
張
な
ど
の
た
め
、

ほ
か
の
市
町
村
に
長
期
滞
在
し
て

い
る
人
で
、
投
票
日
に
本
市
で
投

票
で
き
な
い
人
は
、
滞
在
し
て
い

る
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

陸
前
高
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
あ
て
に
直
接
ま
た
は
郵
便

で
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。
本
人
の
意
思
に
基
づ
き
代
理

人
が
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

請
求
に
基
づ
き
本
人
あ
て
に
投

票
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
滞

在
し
て
い
る
市
町
村
の
選
挙
管
理

委
員
会
に
持
参
し
、
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。
郵
送
の
た
め
日
数
が
か

か
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
は
早
め

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

震
災
に
よ
り
市
外
に
避
難
し
て

い
る
人
で
、
投
票
日
に
本
市
で
投

票
で
き
な
い
人
は
、
本
市
で
期
日

前
投
票
ま
た
は
避
難
先
の
市
町
村

選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

　

不
在
者
投
票
を
す
る
場
合
の
投

が
い
の
程
度
が
一
定
の
基
準
に
あ

て
は
ま
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
選

挙
管
理
委
員
会
に
届
出
を
し
た
代

理
記
載
人
に
、
代
理
投
票
を
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
代
理
記
載

人
の
届
出
は
、
事
前
に
手
続
き
を

済
ま
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
在
者
投
票
所
の
指
定
を
受
け

て
い
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

に
入
院
（
所
）
し
て
い
る
人
は
、

そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
の
で
、
入
院
（
所
）
し
て
い

る
施
設
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

開
票
は
、
午
後
８
時
15
分
か
ら

市
立
第
一
中
学
校
体
育
館
で
行
い

ま
す
。
入
場
は
午
後
７
時
45
分
か

ら
で
す
。
本
市
の
有
権
者
は
、
こ

の
開
票
状
況
を
参
観
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
参
観
を
希
望
す
る
人

は
、
必
ず
ス
リ
ッ
パ
な
ど
の
上
履

き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
会
場
の
都
合
に
よ

り
、
参
観
で
き
る
人
は
先
着
順
で

２
０
０
人
ま
で
で
す
。

選
挙
管
理
委
員

会
（
内
線
３
２
０
）

12
月
14
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は

期
日
前
投
票

不
在
者
投
票
を
忘
れ
ず
に

期

日

前

投

票

で

き

る

人

は

期

日

前

投

票

不

在

者

投

票

市
外
に
滞
在
し

て

い

る

人

は

市
外
に
一
時
避
難

し
て
い
る
人
は

身
体
に
障
が
い

の

あ

る

人

は

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

入
院（
所
）し
て
い
る
人
は

開
票
状
況
の
参
観

期日前投票の時間と場所
◎期　間　１２月３日（水）〜１２月１３日（土）

◎時　間　午前８時３０分〜午後８時

◎場　所　市役所３号棟１階第２会議室

※最高裁判所裁判官国民審査は１２月７日（日）
　から投票できます。

問
い
合
わ
せ
先

③



財 政
　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
の
歳
入

決
算
総
額
は
、
約
１
３
１
５
億
５

０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較

し
て
約
２
０
４
億
円
、
18
・
３
㌫

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

構
成
比
は
、
国
庫
支
出
金
が
歳

入
総
額
の
53
・
５
㌫
を
占
め
、
以

下
、
地
方
交
付
税
８
・
３
㌫
、
県

支
出
金
４
・
２
㌫
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
主
財
源
は
約
４
３
３

億
９
０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
と

比
較
し
て
１
８
８
・
５
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
、
歳
入
総
額
に
占
め
る
割

合
で
は
33
・
０
㌫
で
前
年
度
と
比

較
し
て
19
・
５
ポ
イ
ン
ト
増
加
し

ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
の
歳

出
決
算
総
額
は
約
１
２
５
５
億
５

０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較

し
て
約
２
２
２
億
８
０
０
０
万
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
目
的
別
に
よ
る
分
類
の

構
成
で
は
、
総
務
費
が
30
・
９
㌫

と
最
も
高
く
、
次
い
で
衛
生
費

28
・
５
㌫
、
土
木
費
27
・
２
㌫
の

順
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
務
費
は
、
東
日
本
大
震
災
復

興
交
付
金
基
金
積
立
金
の
増
な
ど

に
よ
り
、
３
０
０
・
６
㌫
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

衛
生
費
は
、
災
害
等
廃
棄
物

処
理
事
業
費
の
増
な
ど
に
よ
り
、

69
・
２
㌫
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
復
旧
費
は
、
社
会
教
育
施

設
災
害
復
旧
事
業
費
の
増
な
ど
に

よ
り
、
41
・
７
㌫
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

　
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
歳
出
は
︑
約
１
２
５
５
億
５
０
０
０
万
円
で
︑
前
年
度
よ
り
約

２
２
３
億
円
増
加
し
ま
し
た
︒
特
に
︑
東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金
関
連
に
よ
り
︑
総
務
費

が
大
幅
な
増
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

平
成
25
年
度
　

決  

算  

報  

告

一
般
会
計
は
復
興
関
連
事
業
な
ど
で
前
年
度
比
約
21
・
６
㌫
増
に

歳  

入

歳  

出

市税 13億1,887万円  1.0%

人件費 20億8,332万円  1.7%繰出金 17億1,008万円  1.4%公債費  15億3,261万円  1.2%
教育費  16億1,353万円  1.3%

民生費  32億665万円  2.6%

災害復旧費
38億5,975万円  3.1%

農林水産業費
43億5,854万円
3.5%

物件費
369億1,950万円
 29.4%

消防費・商工費・労働
費・議会費ほか
22億3,438万円  1.7%

投資出資及び貸付金
 1億9,836万円  0.2%

積立金
366億9,508万円

29.2%

消費的経費
428億1,537万円

34.1%

投資的経費
426億122万円

33.9%

その他の経費
401億3,613万円

32.0%

総務費
387億6,422万円

30.9%

衛生費
357億8,666万円

28.5%

土木費
341億9,638万円

27.2%

公債費
15億3,261万円

1.2%

扶助費
16億5,844万円   1.3%

維持補修費
4,542万円  0.0%

補助費等
21億869万円  1.7%

普通建設事業費・災害
復旧事業費
426億122万円  33.9%

地方譲与税・地方消費税交
付金ほか 3億6,820万円  0.3%

諸収入 28億360万円  2.1%県支出金 55億3,540万円  4.2%

市債 9億2,315万円  0.7%

繰入金・繰越金・
分担金・負担金ほか 

392億6,667万円
29.9%

地方交付税
109億1,704万円
8.3%

自主財源
433億8,914万円
　　　33.0%

依存財源 
881億6,217万円 

67.0%

国庫支出金
704億1,838万円

53.5%

歳入

歳出
（性質別）

歳出
（目的別）

1,315億5,131万円

1,255億5,272万円1,255億5,272万円

2014年（平成26年）12月１日号 ④



市民１人あたりに使われたお金（一般会計） 合計6,134,697円

【
財
政
用
語
メ
モ
】

▽
自
主
財
源
…
市
税
や
各
種
使
用
料

な
ど
、市
独
自
で
収
入
で
き
る
も
の
。

▽
依
存
財
源
…
国
や
県
か
ら
の
交
付

金
や
借
入
金
な
ど
。

▽
地
方
交
付
税
…
市
の
財
政
力
に
応

じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
。
一

般
財
源
と
さ
れ
、
そ
の
使
い
道
に
制

限
が
な
い
。

▽
市
債
…
事
業
を
行
う
た
め
に
借
り

入
れ
る
長
期
借
入
金
。
単
に
借
金
と

し
て
の
性
格
だ
け
で
な
く
、
住
民
負

担
を
後
年
度
に
も
残
し
、
世
代
間
で

負
担
を
公
平
に
す
る
た
め
の
調
整
機

能
を
合
わ
せ
持
つ
。

▽
投
資
的
経
費
…
道
路
や
橋
、
学
校

の
建
設
な
ど
、
行
政
水
準
の
向
上
に

直
接
寄
与
す
る
経
費
。
公
共
施
設
整

備
に
ど
れ
だ
け
重
点
を
置
い
て
い
る

か
を
図
る
の
に
有
効
な
歳
出
区
分
。

▽
国
庫
︑
県
支
出
金
…
市
が
行
う
事

業
へ
の
国
、
県
か
ら
の
補
助
金
。

▽
扶
助
費
…
社
会
保
障
制
度
な
ど
に

基
づ
い
て
支
出
す
る
経
費
。

▽
積
立
金
…
財
政
運
営
な
ど
の
た
め

に
、
一
時
的
に
積
み
立
て
て
お
く
も

の
。

▽
特
別
会
計
…
特
定
の
事
業
を
行
う

場
合
や
、
特
定
の
歳
入
歳
出
を
充
て

る
場
合
に
、
一
般
会
計
と
は
別
に
収

支
整
理
を
行
っ
て
い
る
も
の
。

▽
繰
入
繰
出
重
複
額
…
各
会
計
間
で

繰
り
入
れ
た
り
、
繰
り
出
し
た
り
し

た
金
額
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
決
算
額

を
合
計
す
る
と
、こ
の
額
が
重
複
し
、

決
算
額
が
増
え
る
た
め
差
し
引
い
て

純
決
算
額
を
算
出
す
る
。

■一般・特別会計の決算額
区 分 歳 入 歳 出 差引残高

一 般 会 計 1,315億5,131万円 1,255億5,272万円 59億9,859万円

特
　
別
　
会
　
計

下 水 道 事 業 29億3,558万円 25億756万円 4億2,802万円

農業集落排水事業 1億1,244万円 1億1,244万円 0

漁業集落排水事業 8,172万円 7,656万円 516万円

国
民
健
康
保
険

事 業 勘 定 33億855万円 32億3,546万円 7,309万円

診療施設勘定 2億52万円 2億52万円 0

後期高齢者医療 1億8,617万円 1億8,617万円 0

介
護
保
険

保険事業勘定 24億475万円 23億7,523万円 2,952万円

介護サービス事業勘定 852万円 819万円 33万円

小 計 1,407億8,956万円 1,342億5,485万円 65億3,471万円

繰入繰出重複額 17億1,305万円 17億1,305万円 0

合 計 1,390億7,651万円 1,325億4,180万円 65億3,471万円

■過去５年の一般会計決算状況の推移

総 務 費

農林水産業費

教 育 費

衛 生 費

災害復旧費

公 債 費

土 木 費

民 生 費

そ の 他

1,894,079 円

212,965 円

78,840 円

1,748,590 円

188,593 円

74,886 円

1,670,887 円

156,682 円

109,175 円

市民税
31,175 円

市たばこ税 
6,159 円

軽自動車税 2,028 円 都市計画税 6 円
入湯税 148 円

固定資産税 
24,926 円

市民１人あたりの負担したお金

市民１人あたりの決算額

市税64,442円

平成21年度
24.3%

23.8%

33.0%

9.2%

13.5% 86.5% 1,111億5,584万円

47.0%

49.0%

4.2%

22.5%

5.7% 94.3% 1,032億6,483万円

75.7% 118億1,261万円

76.2% 121億346万円

67.0% 1,315億5,131万円

90.8% 511億5,308万円

53.0% 115億766万円

51.0% 116億5,543万円

95.8% 1,255億5,272万円

77.5% 451億8,330万円

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

依存財源
その他経費

自主財源歳入
義務的経費歳出

※平成26年３月31日現在の人口20,466人をもとにして計算
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現
在
、
医
療
機
関
な
ど
を
受
診

し
た
際
に
支
払
う
一
部
負
担
金
等

が
、医
療
保
険
者
が
発
行
し
た
「
一

部
負
担
金
等
免
除
証
明
書
」（
以

下
「
免
除
証
明
書
」）
を
医
療
機

関
な
ど
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り

支
払
い
が
免
除
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
平
成
27
年
１
月
１
日
以
降
は
、

次
の
条
件
に
該
当
す
る
世
帯
の
医

療
費
免
除
措
置
を
延
長
し
ま
す
。

①
平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で
延
長

　

住
家
が
半
壊
以
上
り
災
し
た

人
、
主
た
る
生
計
維
持
者
が
被
災

（
死
亡
・
行
方
不
明
・
重
篤
な
傷
病
）

し
た
人
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
に
よ
り
避
難
指
示
な
ど

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
人

②
平
成
27
年
７
月
31
日
ま
で
延
長

　

現
在
、
免
除
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
被
保
険
者
で
、
①
以
外
に
該

当
す
る
人
の
う
ち
、
平
成
26
年
度

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・
介
護
保
険

～ 
東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
医
療
費
・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
免
除
措
置
を
延
長 

～

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
で
、
陸
前
高
田
市
国
民
健

康
保
険
・
岩
手
県
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者

が
支
払
う
一
部
負
担
金
等
、
ま
た
、
介
護
保
険
被
保
険

者
が
支
払
う
サ
ー
ビ
ス
料
の
免
除
期
間
が
次
の
と
お
り

延
長
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
延
長
に
お
い
て
は
国
民
健
康

保
険
お
よ
び
介
護
保
険
と
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

免
除
延
長
要
件
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

国
民
健
康
保
険

免
除
期
間
・
対
象

2014年（平成26年）12月１日号 ⑥



住
民
税
が
平
成
26
年
12
月
１
日
時

点
で
非
課
税
の
世
帯

※
８
月
以
降
の
免
除
に
つ
い
て

は
、
あ
ら
た
め
て
課
税
状
況
な
ど

を
審
査
し
、
該
当
す
る
場
合
に
は

免
除
証
明
書
を
郵
送
し
ま
す
。

○
平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で
延
長

①
住
家
が
半
壊
以
上
り
災
し
た

人
、
主
た
る
生
計
維
持
者
が
被
災

（
死
亡
・
行
方
不
明
・
重
篤
な
傷
病
）

し
た
人
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
に
よ
り
避
難
指
示
な
ど

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
人

②
現
在
免
除
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
被
保
険
者
で
、
以
下
の
条
件
に

該
当
す
る
人
の
う
ち
、
申
請
が
認

め
ら
れ
た
人

・
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
主
た
る

生
計
維
持
者
が
事
業
を
廃
止
又

は
休
止
し
、
現
在
ま
で
そ
の
状

態
が
続
い
て
い
る
場
合

・
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
主
た
る

生
計
維
持
者
が
失
業
し
、
現
在

ま
で
収
入
が
な
い
状
態
が
続
い

て
い
る
場
合

※
対
象
者
に
は
11
月
中
旬
頃
、
申

請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
、

申
請
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人

は
、
至
急
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

市
役
所
１
号
棟
１
階

健
康
推
進
課
国
保
係免

除
申
請
書
／

申
立
書
／
印
鑑
（
認
印
可
）
／
被

保
険
者
証

現
在
免
除
証
明
書
を
交

付
さ
れ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

被
保
険
者
の
う
ち
①
に
該
当
す
る

人
に
つ
い
て
は
、
１
月
か
ら
有
効

と
な
る
証
明
書
を
12
月
中
に
郵
送

し
ま
す
の
で
、
改
め
て
申
請
手
続

き
を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
一
度
国
民
健
康
保
険
の

資
格
を
喪
失
後
、
国
民
健
康
保
険

に
再
度
加
入
し
た
人
は
、
改
め
て

申
請
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

健
康
推
進
課
国

保
係
（
内
線
１
４
０
・
１
４
１
）

　

市
が
発
行
し
た
「
介
護
保
険
利

用
者
負
担
額
免
除
証
明
書
」（
以

下
「
免
除
証
明
書
」）
を
介
護
事

業
所
な
ど
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ

り
、
介
護
事
業
所
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
た
際
に
支
払
う
利
用
料

等
が
免
除
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平

成
27
年
１
月
１
日
以
降
は
、
次
の

　

現
在
免
除
証
明
書
を
持
つ
①
ま

た
は
②
に
該
当
す
る
人
に
は
、
平

成
27
年
１
月
１
日
か
ら
の
免
除
証

明
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
改
め

て
申
請
手
続
き
を
行
う
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

免
除
期
間
が
平
成
27
年
７
月
31

日
ま
で
の
人
の
８
月
以
降
の
免
除

に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
課
税

状
況
な
ど
を
審
査
し
、
該
当
す
る

場
合
に
は
免
除
証
明
書
を
郵
送
し

ま
す
。

長
寿
社
会
課
介

護
保
険
係
（
内
線
２
０
３
）

条
件
に
該
当
す
る
被
保
険
者
の
利

用
料
免
除
措
置
を
延
長
し
ま
す
。

①
平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で
延
長

　

現
在
、
免
除
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
人
で
、
次
の
要
件
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
て
い
る
人

・
住
宅
が
半
壊
以
上
り
災
し
た
人

・
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
ま

た
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
人

・
主
た
る
生
計
維
持
者
が
行
方
不

明
で
あ
る
人

・
福
島
第
一
原
発
周
辺
の
居
住
者

で
、
政
府
の
避
難
指
示
な
ど
の

対
象
で
あ
る
人

②
平
成
27
年
７
月
31
日
ま
で
延
長

・「
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
主

た
る
生
計
維
持
者
が
事
業
を
廃

止
、
休
止
ま
た
は
失
業
し
、
現

在
収
入
が
な
い
人
」
の
要
件
で

免
除
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
人

の
う
ち
、
住
民
税
が
非
課
税
世

帯
の
人

　

な
お
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
世
帯
の
人
に
つ
い
て
は
、
免

除
期
間
を
平
成
26
年
12
月
31
日
ま

で
と
し
、
延
長
し
な
い
こ
と
と
し

ま
す
。

　

無
償
の
緊
急
通
報
用
携
帯
機
器

は
、
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
登
録
さ

れ
て
い
る
協
力
者
や
必
要
に
応
じ

て
消
防
署
に
連
絡
が
入
り
ま
す
。

次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
65
歳
以
上
の
人

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
居
住
し

て
い
る
人
／
震
災
に
よ
り
家
屋
が

全
壊
ま
た
は
半
壊
以
上
の
被
害
を

受
け
た
人
（
仮
設
住
宅
入
居
者
、

災
害
公
営
住
宅
入
居
者
を
含
む
）

／
ひ
と
り
暮
ら
し
（
日
中
の
み
ひ

と
り
暮
ら
し
の
人
も
含
む
）
の
人

／
緊
急
通
報
用
携
帯
機
器
を
特
に

必
要
と
す
る
人

・
近
況
確
認
の
た
め
、
週
１
回

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
利
用
者

へ
連
絡
が
入
り
ま
す
。

・
破
損
や
紛
失
の
場
合
は
自
己
負

担
に
な
り
ま
す
。

・
通
常
の
携
帯
電
話
と
し
て
の
機

能
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
自
宅
外
で
の
使
用
は
で
き
ま
せ

ん
（
敷
地
内
の
み
）。

※
設
置
後
市
内
で
転
居
し
た
場
合

は
長
寿
社
会
課
高
齢
福
祉
係
に
速

や
か
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

長
寿
社
会
課
高

齢
福
祉
係
（
内
線
２
０
１
）

介

護

保

険

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

免
除
期
間
・
対
象

免
除
期
間
・
対
象

免
除
証
明
書
の
発
行

受
付
場
所

持
参
す
る
も
の

そ
の
他

問
い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ
先

注
意
事
項

対
象
者

緊
急
通
報
用
携
帯
機
器
を

無
償
貸
与

左から後期高齢者医療被保険者証、国民健康保険被保険者証、介護保険被保険者証
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高額療養費の自己負担限度額が変更になります

後期高齢者医療保険料・介護保険料の還付加算金の未払いについて

　平成２７年１月１日から、７０歳未満の人の高額療養費の自己負担限度額が変更になります。これに
より、今までよりも所得要件が細分化され、所得に応じて柔軟な医療費の負担軽減が行われます。
　現在、国民健康保険限度額適用・標準負担額限度額認定証を交付されている７０歳未満の被保険者には、
１２月下旬に新しい負担区分が記載された認定証を送付します。
　なお、７０歳以上の人の自己負担限度額に変更はありません。
●平成２６年１２月まで

区分 所得要件 自己負担限度額

Ａ
上位所得者

基礎控除後の所得
６００万円超

15万円＋（総医療費－
50万円）×１％

≪多数回該当：83,400円≫

Ｂ
一般所得者

基礎控除後の所得
６００万円以下

80,100円+（総医療費－
26万7千円）×1％

≪多数回該当：44,400円≫
Ｃ

低所得者
住民税
非課税

35,400円
≪多数回該当：24,600円≫

●平成２７年１月から
区分 所得要件 自己負担限度額

ア 基礎控除後の所得
901万円超

252,600円＋（総医療費－84
万2千円）×１％

≪多数回該当：140,100円≫

イ
基礎控除後の所得
600万円超～　　

　　901万円

167,400円＋（総医療費－55
万8千円）×1％

≪多数回該当：93,000円≫

ウ
基礎控除後の所得
210万円超～　　
　　600万円以下

80,100円＋（総医療費－26万
7千円）×1％

≪多数回該当：44,400円≫

エ 基礎控除後の所得
210万円以下

57,600円
≪多数回該当：44,400円≫

オ 住民税非課税 35,400円
≪多数回該当：24,600円≫

※多数回該当とは、過去１２か月に、同じ世帯で高
額療養費の支給が４回以上あった場合の、４回目か
ら適用される限度額です。

健康推進課国保係（内線１４０・
１４１）
問い合わせ先

　被保険者の所得更正や資格喪失および減免等により保険料が減額される場合、納めすぎた保険料
を還付する際に、利息に相当する還付加算金が発生することがあります。
　本市では、地方税法の消滅時効の規定に基づき、過去５年間の事務手続きについて調査した結果、
還付加算金の支払いをしていない対象者がいることが判明しました。
　対象となる皆さまには、ご迷惑をお掛けしましたことをおわび申し上げますとともに、速やかに
還付加算金の支払い手続きを進めてまいります。

　保険料の還付手続きに際して、還付加算金の該当の有無を確認せずに事務処理をしたこと。

　速やかに対象となる皆さまにお知らせするとともに、還付の支払い事務手続きを進めてまいりま
す。
　今後は、このような誤りが生じないよう関係法令の確認を徹底し、適切な事務処理に努めてまい
ります。
※職員がＡＴＭ操作をお願いしたり、キャッシュカードを預かったりすることはありません。
　　　　　　　後期高齢者医療保険料　健康推進課国保係（内線１４１）
　　　　　　　介護保険料　長寿社会課介護保険係（内線２０３）

原　因

今後の対応

問い合わせ先

対　象
後期高齢者医療保険料 介護保険料

件　　数 １７１件 ４４件
金　　額 ３０７，８００円 ６１，１００円
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地域包括支援センター発 !

●栄養の大切さ
　高齢者にとって、肥満やメタボよりも、はるかに警戒と注意が必要なのが、実は「低栄養」です。認
知症の予防や改善のためには、低栄養の早期発見と対策が必要になります。普段の食事量が減っていま
せんか？人の体は食べ物から取る栄養で維持されています。脳にも栄養が必要です。「食は生命線」であ
るという認識をみんなで持ちましょう！

●低栄養を防ごう
　低栄養とは、エネルギーとたんぱく質が欠乏した状態で、健康な体を維持して活動するのに必要な栄
養素が足りない状態をいいます。高齢になると、食欲が落ちたり、うまく食べられなかったり消化機能
が落ちたりして、栄養も水分も十分に取れなくなることが少なくありません。

●肥満よりこわい！低栄養
　高齢になると若いころより体の筋肉や水分が減ってくるため、低栄養になると認知機能が低下したり、
気力がなくなったり、免疫力や体力の低下が起きやすくなります。それらが重なってさらに食べる力が
失われ、体力が低下して動けなくなり、寝たきり状態になる可能性も高くなります。高齢者にとっては
肥満よりも低栄養に対する警戒が必要です。

●バランスのよい食事をしっかりと
　体の機能を維持するために必要なのはエネルギーとたんぱく質、これが体力の基本です。この２つが
十分満たされた状態で、体の調子を整えるビタミン、ミネラル、食物繊維を摂取しましょう。おいしく
バランスのとれた食事で、１日１，５００キロカロリー摂取を目指しましょう！

●おかゆではなく普通食を！入れ歯も合わせて！
　おかゆではなく、できるだけ普通のごはんを食べましょう。入れ歯をしっかり合わせて、よく噛んで
食べるように心がけてください。それが良好な排便にもつながります。

　今回のお茶のみ話は、引き続き「認知症ケア実践塾」の中で学んだ、認知症の予防や改善の方法につ
いてです。前回、認知症の予防や改善に大切なのは体調を整えること、そのためには、
①水分、②栄養、③運動、④排便の４点が重要だとお知らせしました。①水分につい
ては、ぜひ「１日１，５００ｍℓ飲む」（お酒は水分には入りません！）ことを毎日実
践してください！たかが水分、されど水分です。今回は②栄養について紹介します。

①食 事　塩分と　脂肪控えて　バランスよく
②運 動　歩こうよ　手足動かし　脳刺激
③不 摂 生　深酒と　タバコやめれば　病なし
④健 診　習慣病　肥満に血圧　早めの一手
⑤転 倒　気をつけよう　頭の打撲　引き金に
⑥興 味　好奇心　前向き人生　いつまでも
⑦趣味・日記　考えて　まとめて表現　よい習慣
⑧人 間 関 係　細やかな　気配り欠かさず　お付き合い
⑨若 さ　老け込むな　おしゃれ心を　忘れずに
⑩ス ト レ ス　くよくよと　考え込まず　ため込まず
　公益財団法人 認知症予防財団編　岩波ブックレット『認知症30カ条』（岩波書店）より

認
知
症
予
防
の
10
か
条
！

介護お茶のみ話 その２

問い合わせ先 地域包括支援センター（内線２０５、２０６）

●次回の介護お茶のみ話は、③運動についてです。お楽しみに！●

まずは予防が大切！

⑨



文化財ニュース

生涯学習情報生涯学習情報生涯学習情報

　「つなげよう　高田の芸術　文化の輪」のテーマのもと、
約１か月間にわたり市民芸術祭が開催されました。芸術
文化活動を続けるための足掛かりとし、心の復興に役立
てようと、会席・舞台・展示の３部門に分かれ、各会場
で観客の目を楽しませてくれました。
　市役所では、児童生徒の作品を一目見ようと、多くの
家族連れでにぎわいました。
　また、文化の日にあわせて米崎コミセンで開催された
一般作品展示会では、華道、書道、絵画など多岐にわた
る７００点近い作品が出品され、会場を訪れた市民は芸術の秋を堪能した様子でした。

　１０月２６日に竹駒コミセンにおいて、両事業の合同説明会
を開催しました。当日は両事業の説明と各委員会の委員長であ
る池邉このみ先生と渡辺誠先生から、将来に向けた文化財活用
についての説明がありました。今後も教育委員会では、このよ
うなイベントや様々な文化財事業を通じて、「地域の宝」であ
る文化財を「気づき」「つたえ」、そして「活かす」活動を進め
ていきたいと考えています。

～ 文化財等保存活用計画策定調査事業＆
中沢浜貝塚歴史防災公園整備基本計画策定事業  合同説明会 ～

　小友中学校跡地に新しく建設された野球場に、バッ
クネットが完成しました。このバックネットは、工藤
公康氏、日刊スポーツ新聞社およびゴーゴーカレーグ
ループが、東日本大震災復興支援プロジェクトを立ち
上げ、集められた寄附により整備されました。
　１１月９日（日）にバックネット完成式と併せて工
藤公康野球教室が開催され、市内の中学生６２人が参

加しました。特に、工藤氏がマウンドに立っての対戦は、双方に熱が入り、参加者には記憶に残る１日
になったようです。

第４８回陸前高田市民芸術祭

あきらめない心スタジアムが完成！
～ 工藤公康×ゴーゴーカレー×日刊スポーツ

東日本大震災復興支援野球教室 ～

生涯学習課（内線２５５）問い合わせ先

工藤公康さんの野球教室

一般作品展示の様子

合同説明会の様子

2014年（平成26年）12月１日号 ⑩



　農地は、食料の生産のみならず、水源かん養機能、洪水防止機能などの多面的機能を有し、人々の暮
らしと命を支える重要な資源です。やむを得ず農地を転用するときは、事前に農地法による許可を受け
る必要があります。
※農地転用とは、農地（田・畑）を住宅や店舗、工場、駐車場など農地以外のものに使用（一時的に利
用する場合も含む）することをいいます。

■既に転用許可を受けた人へ
　既に農業委員会の転用許可を受けた人は、「農地転用許可後の工事進捗状況報告書」の提出が必要です。
許可後から農地転用工事が完了するまでの間、工事進捗状況報告書（添付書類：配置図、報告時点での
現況写真）により転用事業の進捗状況を報告していただきます。
　なお、一時転用の場合は、農地に復元するまでの期間、報告が必要となります。報告用紙は、転用許
可証と一緒に送付しています。
〇工事進捗状況の報告時期

報　告　回 報　　告　　期　　限

第１回 許可の日から３か月後に報告

第２回以降 第１回報告期限から１年ごとに報告（工事が完了するまでの間）

工事完了時
（一時転用の場合は農地復元時） 工事完了後（一時転用の場合は農地復元後）速やかに報告

■これから転用許可を申請する人へ
　自身が所有する農地を転用する場合は農地法第４条許可、他者の農地を取得等により農地転用する場
合は農地法第５条許可が必要となります。以下の点にご留意ください。
・具体的な農地転用の計画がないもの（計画はないが、将来のために土だけを入れる／資金計画の裏付

けのないもの等）や、周辺農地に日照や排水等の面で悪影響を及ぼすと判断されるものについては許
可できません。

・市が農業振興地域整備計画において農用地区域と定めた農地や、良好な営農条件を備えている農地に
ついては、一時転用を除き原則として許可できません。ただし、あらかじめ農用地利用計画の変更（農
振除外）手続きを行うことにより、農地転用許可を受けられる場合があります。詳しくは農林課（内
線４７３）までお問い合わせください。

・一時転用の場合は、許可された一時転用期間の終期までに農地に復元する必要があります。
・許可の申請締切りは毎月１０日（当該日が土、日曜日の場合は翌月曜日、祝祭日の場合は翌日）です。

締切日近くになると窓口が混み合いますので、早めの申請をお願いします。
・許可を受けずに農地転用を行った場合、違反転用となり厳しい措置がとられますので、必ず許可を受

けてください。
　その他、農地転用についてはさまざまな基準等があります。農地転用を検討する場合は、事前に農業
委員会事務局までご相談ください。

農業委員会事務局（内線４１０、４１１）

農地を転用するときは農地法の許可が必要です
農業委員会からのお知らせ

問い合わせ先

⑪



　

大
町
は
、
高
田
の
中
心
地
で

し
た
。
年
寄
り
も
若
い
者
も
「
大

町
さ
行
く
べ
ぁ
…
」
と
な
る
と
、

何
と
な
く
ウ
キ
ウ
キ
と
華
や
い

だ
気
分
に
な
っ
た
も
の
だ
そ
う

で
す
。

　

東
館
の
本
丸
の
麓
に
大
町
が

あ
り
、
こ
こ
は
中
世
の
葛
西
時

代
、
千
葉
安
房
守
の
居
館
で
あ

っ
た
東
館
の
下
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

館
下
に
商
家
や
職
人
を
住
ま

わ
せ
た
の
が
町
の
始
ま
り
で
、

い
わ
ゆ
る
“
城
下
町
”
と
し
て

の
発
祥
性
を
有
し
た
「
集
域
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

か
つ
て
は
本
宿
が
町
の
中
心

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
後
は
ず
っ
と
大
町
が
中
心
的

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

大
町
に
は
以
前
か
ら
公
設
の

市
場
が
あ
り
、
市
日
も
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
高
田
の
市
場
が

発
祥
し
た
年
代
は
以
前
か
ら
の

課
題
で
す
が
、
明
確
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
も
っ
と
も
、
平
泉
征

討
後
、
奥
州
五
郡
を
家
臣
の
葛

西
三
郎
清
重
に
任
せ
た
源
頼
朝

は
、
多
賀
城
に
も
海
路
で
比
較

的
近
い
気
仙
地
方
の
開
発
を
命

じ
て
い
ま
す
の
で
、
高
田
な
ど

は
、
発
展
す
る
好
適
の
場
所
と

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

高
田
の
市
場
は
５
の
日
の
三

斎さ
い

日
（
月
に
３
回
）
で
す
が
、

市
内
に
は
、
ほ
か
に
二
日
市
（
気

仙
）、
三
日
市
（
小
友
、
横
田
）、

八
日
市
・
九
日
市
（
気
仙
）、
十

日
市
（
竹
駒
）
な
ど
の
地
名
が

あ
り
ま
す
。
実
は
、
そ
れ
ら
の

多
く
は
地
名
と
し
て
市
名
が
残

っ
て
い
る
だ
け
で
、
実
際
の
市

場
の
風
景
や
様
子
が
見
ら
れ
る

の
は
、
高
田
と
今
泉
の
市
場
だ

け
だ
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
市
場
風
景
が
見
ら

れ
な
く
て
も
「
二
日
市
」「
三
日

市
」「
十
日
市
」
な
ど
は
、
歴
史

上
に
お
い
て
極
め
て
大
事
な
役

割
を
果
た
し
た
こ
と
は
以
前
に

説
明
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
必

要
に
よ
り
思
い
起
こ
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

か
つ
て
高
田
市
場
の
商
圏
は
、

市
内
全
域
の
み
な
ら
ず
、
他
町

村
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
の
は
、

皆
さ
ん
よ
く
ご
承
知
の
と
お
り

で
す
。

　

こ
れ
ら
の
各
市
は
、
海
の
産

物
と
山
の
産
物
等
が
こ
の
市
場

に
集
め
ら
れ
、
当
初
は
「
物
々

交
換
」
を
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。

　

つ
ま
り
、
物
と
物
と
の
交
換

を
成
立
さ
せ
る
互た

が
い
ち市
か
ら
発
展

し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

市
の
安
全
と
そ
の
繁
栄
を
守

る
神
が
市
神
様
で
す
。「
市
神
宮
」

が
正
式
の
神
名
だ
と
の
こ
と
で

す
。

　

大
町
の
一
角
、
大
原
屋
の
前

に
建
ち
、
祭
神
は
事こ

と
し
ろ
ぬ
し
の
み
こ
と

代
主
命
で
、

こ
の
神
は
大

お
お
く
に
の
ぬ
し
の
み
こ
と

国
主
命
の
子
孫
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
子
の

中
で
一
番
賢
く
、
偉
い
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
事
代
主
命
の

命
名
の
由
来
は
、「
事
を
知
る
神
」

つ
ま
り
は
、
正
邪
を
判
断
す
る

能
力
に
優
れ
て
い
る
と
の
意
味

が
あ
り
ま
す
。「
国
ゆ
ず
り
」
に

理
解
を
示
し
た
神
様
で
、
物
事

の
理
非
を
よ
く
わ
き
ま
え
た
常

識
の
豊
か
な
神
。
い
わ
ゆ
る
「
恵

比
須
様
」
と
は
こ
の
神
様
の
こ

と
で
す
。
大
町
の
一
角
に
祀
ら

れ
、
町
の
人
々
を
守
り
、
一
家

一
町
の
安
穏
と
商
売
繁
盛
を
願

い
、
商
売
仲
間
の
協
調
を
図
り
、

貨
物
や
商
物
な
ど
の
集
ま
る
町

の
幸
い
を
願
っ
て
祀
っ
た
も
の

で
す
。
宮
と
称
し
て
い
る
よ
う

に
社
殿
は
石
造
り
で
、
藩
政
時

代
の
文
化
、
文
政
（
１
８
０
４

～
１
８
２
０
）
の
頃
、
当
時
の

検
断
・
宮
城
亨
お
よ
び
上
部
利

蔵
の
両
氏
が
町
民
に
図
り
、
洞

の
旧
地
（
神
職
佐
藤
膳
内
氏
の

構
内
）
か
ら
、
現
在
地
に
遷
座

し
た
も
の
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

大
町
裏
の
背
後
の
（
本
丸
地

内
）
東
館
（
八
幡
館
ま
た
は
古

館
）
に
、
安
房
守
の
後
、
高
田

壱い
き
の
か
み

岐
守
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
町
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
開

発
は
、
こ
の
二
人
に
よ
っ
て
行

わ
れ
、
商
人
、
職
人
た
ち
を
住

ま
わ
せ
る
べ
く
、
い
ろ
い
ろ
な

工
事
を
起
こ
し
て
生
ま
れ
た
町

で
す
。

地 

名 

と 

歴 

史

ー
高
田
か
い
わ
い
⑨
ー

（112）
（615）

金
　
野
　
静
　
一
・
文

斎
　
藤
　
多
美
子
・
絵
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　市長交際費は、行政事務の円滑な執行を図るため、市長・副市長が公の交際を進める上で必要な経費
として認められているものです。交際費の支出は、社会通念上、妥当な範囲で最少にとどめるよう配慮
しています。
　市は交際費について、ホームページで毎月掲載し、公表しています。 

（ホームページアドレス　http://www.city.rikuzentakata.iwate.jp/shityou/kousaihi.html）

分　類 件数 金　　額 主　な　内　容

お 祝 い ３５件 １５７，０００円 保育園入園式、金婚祝賀会、七夕まつり、敬老会お祝いなど

会 費 ６件 ３３，０００円 教育委員会・校長会・副校長会合同歓迎会会費、全国青年市
長会懇親会会費、岩手・宮城県境議員との懇親会会費など

記念品・土産 ２件 ９，２３４円 在日アメリカ大使館首席公使来訪の際の土産、国連本部訪問
の際の土産

弔 慰 １０件 １０３，２００円
岩手県建設業協会大船渡支部長、広田湾漁業協同組合代表理
事組合長、叙勲受章者、市勢功労者、100 歳以上長寿者など
の葬儀の際の香典、生花

激 励 １件 １０，０００円 全国高等学校選抜卓球大会出場への激励

計 ５４件 ３１２，４３４円

企画政策課秘書係（内線１７１）

　ＪＲ大船渡線ＢＲＴでは、平成２６年１２月１１日(木)から当面の間、陸前高田駅～高田病院駅間のル
ートを積雪時等における安全確保のため、農免道を通る山沿いから旧市街地に変更します。ただし、高
田町下宿から市道小泉線に入り、ナインマート前を通過して再び農免道に戻るため、高田病院駅は現在
の場所で利用できます。
　今回のルート変更により一部の時刻が変更となります。全戸に時刻表を配布しますので、確認をお願
いします。

・企画政策課政策推進係（内線１７２）
・ＪＲ東日本気仙沼ＢＲＴ営業所☎０２２６（４１）００１２（平日午前９時３０分～午後４時３０分）

市長交際費を公表します

12月11日（木）から
陸前高田駅―高田病院駅間のルートを変更します

大船渡線ＢＲＴからのお知らせ

本年度上半期（４月～９月）分

問い合わせ先

問い合わせ先

現ルート 変更ルート
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　長生きするには理由がある…
　昨年度２回開催し、大好評の「歩く人。」健康教室を開催します！
　現在の歩き方を測定し、問題点を確認して正しい歩き方を身に付けましょう！！
　歩き方を測定することにより、自分の重心がどこに掛かっているかを知ることができます。正しい位
置に重心をおき、正しい歩き方や、自分の弱っている部分のトレー二ング法がわかります。

１２月１３日（土）
・１回目　午前９時～午前１１時　横田コミセン
・２回目　午後１時～午後３時　第一中学校仮設集会所

大西一平氏（一般社団法人ＯＶＡＬ ＨＥＡＲＴ ＪＡＰＡＮ代表）
　　　　 佐藤信治氏（大阪産業大学スポーツ健康学科　准教授）
　　　　 土井龍雄氏（ダイナミックスポーツ医学研究所　副所長）

各３０名
無料
東京都、一般社団法人日本アスリート会議
ＮＰＯ法人総合型りくぜんたかた、岩手大学スポーツユニオン

１２月１１日（木）
平日（月～金）午前１０時～午後５時※１２月３日（水）を除く
動きやすい服装でお越しください。中靴は不要です。

ＮＰＯ法人総合型りくぜんたかた☎４７－４７２０　※陸前高田市米崎町字松峰
９２番地１（有）ササキスポーツ内

　陸前高田市消防防災センター完成に伴い、仮庁舎で業務を実施していました陸前高田市消防本部・消
防署は、１２月１６日（火）から下記の場所へ移転します。

平成２６年１２月１６日（火）
〒０２９－２２０５　陸前高田市高田町字栃ヶ沢４７－１３
０１９２－５４－２１１９
０１９２－５５－２６４８

講　　師

定　　員
参 加 料
主　　催
共　　催
申込締切日

業務開始日

受付時間

電話番号

そ の 他

Ｆ Ａ Ｘ

新 住 所

申込・問い合わせ先

日時・会場

歩く人。健康教室エコノミー症候群対策事業

消防庁舎移転のお知らせ

陸前高田市消防防災センター
（陸前高田市消防本部・消防署）

2014年（平成26年）12月１日号 ⑭



12月の診療日程
● 第一中学校敷地内で診療しています ●

岩手県医師会高田診療所
期　　　日 診療（受付）時間 診　　療　　科

１２月　６日（土） １５：００～１８：００ 内科系、外科系、小児科、心療内科
７日（日） １１：００～１６：００ 内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

１３日（土） １５：００～１８：００ 内科系、外科系、小児科、心療内科
１４日（日） １１：００～１６：００ 内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科
２０日（土） １５：００～１８：００ 内科系、外科系、小児科、心療内科
２１日（日） １１：００～１６：００ 内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科
２３日（火） １１：００～１６：００ 内科系、外科系
２７日（土） １５：００～１８：００ 内科系、外科系、小児科、泌尿器科、心療内科、子どもの心
２８日（日） １１：００～１６：００ 内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科
２９日（月） １１：００～１６：００ 内科系
３０日（火） １１：００～１６：００ 外科系

※診療科は、日によって異なります。また、都合により変更になる場合があります。
※平成２７年１月末まで、子ども（６か月児～中学３年生）を対象にしたインフルエンザの予防接種（土・日曜
日に実施、市からの補助有）、高齢者を対象にした肺炎球菌ワクチンの接種（予約制、市からの補助有）を行っ
ています。予約が必要ですので、電話等で申し込みください。

　毎週水曜日の午後に、岩手医科大学が皮膚科の診療を行っています。これは、岩手医大と高田診療所
を遠隔診断システムで結び、テレビ画面を通じて診療を行うものです。当面は、両医療機関に皮膚科の
専門医師が配置されますので、精度の高い診療が期待できます。

期　　　日 診療（受付）時間 予約受付時間
１２月　３日（水）

１５：００～１７：００ 午前１０時から電話予約の受付をします。１７日（水）
２４日（水）

※要予約　○直接または電話　土・日曜日の診療（受付）時間　○電話のみ　水曜日　午前１０時～

高田診療所　☎５３－２１１０

　「たかたのゆめ」は、陸前高田市の新しいオリジナルブランド米です。
　このコーナーでは、「たかたのゆめ」について、広く市民の皆さんに知っていただけるようシリーズで
紹介します。
■「たかたのゆめ」給食を実施
　１１月１８日（火）、「たかたのゆめ」を通して農業をより身
近に感じて理解してもらうための「たかたのゆめ」給食が市内
小中学校で行われました。
　米崎小学校では、４年生を対象に給食前に理科教室が行われ、
子どもたちは、お米について理解を深めました。
　その後、副市長や生産者など関係者が参加した給食では、今
年収穫されたばかりの「たかたのゆめ」が出され、子どもたち
は、「おいしい！」と口々に感想を述べながら食べていました。
　なお、「たかたのゆめ」給食は、今後も毎月１回ずつ行います。

農林課農政係（内線４７３）問い合わせ先

問い合わせ先

岩手県医師会高田診療所

岩手医大による皮膚科診療（遠隔診断）日程（場所：岩手県医師会高田診療所）

給食を食べながらの交流

■「たかたのゆめ」とは
　ＪＴ（日本たばこ産業株式会社）が「いわた１３号」とい
う品種名称で開発・保有していた種を復興支援の一環として、
権利も含めて市に寄贈した新種米。
　陸前高田市でしか作付けされていないオリジナルブランド
米であり、津波で甚大な被害を受けた農業の復興のシンボル
として、地域ブランド米としての確立を目指しています。

⑮



　
（
一
社
）
生
命
環
境
産
業
振
興

協
議
会
の
主
催
で
、
気
仙
地
域
の

障
が
い
者
な
ど
の
就
労
支
援
を
活

性
化
す
る
た
め
、
株
式
会
社
ア
イ

エ
ス
エ
フ
ネ
ッ
ト
の
取
り
組
み
な

ど
を
参
考
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
具

体
策
を
議
論
し
ま
す
。

12
月
14
日
（
日
）
午
後
１

時
～
３
時
10
分
（
開
場　

午
後
０

時
30
分
）市

役
所
４
号
棟
第
６
会
議

室

「
社
員
み
ん
な
が
や
さ

し
く
な
っ
た
～
ア
イ
エ
ス
エ
フ
ネ

ッ
ト
の
取
組
実
績
と
高
田
で
の
事

業
所
展
開
に
つ
い
て
」

渡
邉
幸
義
氏
（
代
表
取
締

役
）

生
命
環
境

産
業
振
興
協
議
会
☎
０
８
０

（
３
８
３
３
）
９
６
３
０
（
黒
田
）

　

12
月
４
日（
木
）か
ら
10
日（
水
）

ま
で
の
第
66
回
人
権
週
間
に
合
わ

せ
て
、
市
民
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

12
月
10
日
（
水
）
午
前
10

時
～
午
後
３
時

竹
駒
コ
ミ
セ
ン

市
民
環
境
課
環

境
安
全
係
（
内
線
１
３
５
）

　

こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
く

み
取
り
の
申
し
込
み
が
集
中
し
ま

す
の
で
、
12
月
上
旬
の
く
み
取
り

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

㈲
気
仙
広
域
清
掃

12
月
31
日
（
水
）

～
１
月
５
日
（
月
）㈲気

仙
広
域
清

掃
☎
（
27
）
９
３
２
１　

月
～
金

曜
日
の
午
前
８
時
～
午
後
５
時

FAX
（
27
）
１
１
４
５
（
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
）

※
年
末
年
始
の
休
日
中
、
冠
婚
葬

祭
等
で
緊
急
を
要
す
る
場
合
の
く

み
取
り
は
、
市
役
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構
で
は
、
過
去
に
林
業
に

従
事
し
、
林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）に
加
入
し
て
い
て
、退
職

金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
人

を
探
し
て
い
ま
す
。
林
退
共
の
加

入
状
況
に
つ
い
て
も
調
べ
ま
す
。

　

ま
た
、
り
災
し
た
共
済
契
約
者

や
被
共
済
者
に
対
し
、
各
種
手
続

（
共
済
手
帳
の
紛
失
、
退
職
金
の

請
求
等
）
の
必
要
が
生
じ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
対
応
し
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。独立

行
政
法
人

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
☎
03

（
６
７
３
１
）
２
８
８
７

　

公
益
財
団
法
人
明
治
安
田
ク
オ

リ
テ
ィ
オ
ブ
ラ
イ
フ
文
化
財
団
で

は
、
地
域
の
伝
統
文
化
分
野
の
発

展
に
寄
与
す
る
助
成
事
業
の
公
募

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

推
薦
を
希
望
す
る
場
合
は
、
所

定
の
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
生

涯
学
習
課
に
２
部
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
申
込
要
領
、
申
込
書
は

生
涯
学
習
課
に
取
り
に
来
る
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
願
い
ま
す
。

・
地
域
の
民
俗
芸
能（
民
俗
行
事
・

民
俗
音
楽
を
含
む
）
へ
の
助
成

（
１
件
70
万
円
上
限
）

・
地
域
の
民
俗
技
術
（
民
具
製
作

技
術
・
伝
統
工
芸
を
含
む
）
へ

の
助
成
（
１
件
40
万
円
上
限
）

12
月
26
日
（
金
）

※
申
込
要
領
に
記
載
さ
れ
て
い
る

申
込
期
限
と
異
な
り
ま
す
。

生
涯
学
習
課
（
内

線
２
５
６
）

　

障
が
い
の
あ
る
人
の
生
活
を
支

援
す
る
た
め
に
必
要
な
基
本
的
知

識
と
技
術
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
障
が
い
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

・
講
義　

平
成
27
年
１
月
15
日
、

19
日
、
22
日
、
30
日

・
演
習　

平
成
27
年
１
月
23
日
～

29
日
ま
で
の
う
ち
２
日
間

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時
（
30
日
は
正
午
ま
で
）

※
演
習
の
時
間
に
つ
い
て
は
、
演

習
先
事
業
所
の
都
合
に
よ
り
、
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
役
所
４
号
棟
第
４
会
議

室

16
人無

料
（
テ
キ
ス
ト
は
市

が
用
意
）筆

記
用
具

12
月
22
日
（
月
）

社
会
福
祉

課
障
が
い
福
祉
係
（
内
線
２

３
２
）

○
マ
マ
サ
ロ
ン
こ
そ
だ
て
シ
ッ
プ

　

気
仙
管
内
の
皆
さ
ん
が
、
妊
娠

初
期
か
ら
安
心
で
き
る
子
育
て
を

支
援
し
ま
す
。
参
加
、
帰
宅
時
間

は
自
由
で
す
。
※
予
約
不
要

12
月
19
日
（
金
）
午
前
10

時
～
午
後
３
時

米
崎
コ
ミ
セ
ン

妊
婦
、
赤
ち
ゃ
ん
や
未
就

学
児
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

２
０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ

そ
だ
て
シ
ッ
プ
☎
・
FAX
（
27
）

information

お知らせコーナー

information

お知らせコーナー

気
仙
広
域
連
合
衛
生
セ
ン
タ
ー
か
ら

年
内
の
し
尿
の
く
み
取
り

申
し
込
み
は
お
早
め
に
！

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
人
へ

林
業
退
職
金
共
済
制
度
の

お
知
ら
せ

伝
統
文
化
の
継
承
活
動
を
支
え
ま
す

地
域
の
伝
統
文
化
分
野
保
存

維
持
費
用
助
成
事
業
を
公
募

障
が
い
者
の
生
活
を
支
え
ま
し
ょ
う

障
が
い
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
催

子
育
て
を
支
援
し
ま
す

マ
マ
サ
ロ
ン
こ
そ
だ
て
シ
ッ
プ

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
こ
そ
だ
て
シ
ッ
プ

復
興
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
よ
う

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

市
民
環
境
課
か
ら

第
66
回
人
権
週
間

日
時

会
場

日
時

申
込
先

日
程

時
間

日
時

講
師

基
調
講
演

会
場

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ
先

年
末
年
始
休
業

問
い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ
先

申
込
期
限

助
成
内
容

会
場

会
場

対
象

参
加
料

定
員

講
習
料

持
ち
物

申
込
締
切
日

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

※変更　12月14日（日）の特定健康診査等の会場は、米崎
　　　　コミセンから総合営農指導センターに変わります。
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慶 弔（届出日：10/16～11/15）

 ◇出生（　）は字名・保護者・出生日

矢作　中　平　柚
ゆ

　珠
ず

（坂下・卓也・10/21）

高田　熊　谷　勇
はや

　人
と

（中長砂・努・10/15）

　　　戸　羽　陽
はる

　希
き

（山苗代・元紀・11/13）

　　　戸　羽　碧
あ

　澄
ずみ

（山苗代・元紀・11/13）

米崎　菅　野　太
たい

　耀
よう

（堂の前・祐樹・11/4）

小友　小　松　咲
さ

　瑛
え

（獺沢・豊・10/27）

広田　村　上　玲
れ

唯
い

希
き

（長洞・千尋・10/14）

　　　臼　井　智
とも

　望
み

（岩倉・智・10/22）

　　　斎　藤　俊
しゅん

　佑
すけ

（大陽・洋一郎・11/5）

おくやみ（　）は字名・年齢・死亡日

矢作　村　上　　　貢（山谷・79・10/20）

　　　佐　藤　銀之助（中平・89・11/2）

　　　小　松　　　清（雪沢・81・11/5）

　　　鈴　木　金　實（三の戸・66・11/13）

横田　荻　原　秀　一（橋の上・64・10/27）

　　　登　戸　義　雄（橋の上・88・11/2）

竹駒　上　部　タキ子（相川・91・11/2）

　　　坂　下　ケイ子（上壺・82・11/5）

　　　坂　下　彦　六（下壺・86・11/13）

気仙　菅　野　美智子（上長部・83・10/16）

　　　伊　藤　金　弥（二日市・57・10/24）

　　　菅　野　ツネ子（湊・82・10/29）

　　　武　藏　タケ子（福伏・91・11/11）

高田　吉　野　カ　ネ（東和野・84・10/21）

　　　細　谷　スセノ（鳴石・87・10/24）

　　　増　田　徳　雄（馬場前・71・11/3）

　　　村　上　キクエ（東和野・94・11/4）

　　　中　平　ノリ子（東和野・89・11/7）

　　　大和田　忠　雄（大石沖・81・11/12）

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、

せ
き
や
く
し
ゃ
み
と
一
緒
に
放
出

さ
れ
、
口
や
鼻
か
ら
吸
入
さ
れ
て

感
染
し
ま
す
。
特
に
、
心
臓
病
な

ど
の
持
病
を
持
っ
て
い
る
人
、
高

齢
者
や
妊
婦
な
ど
は
重
症
化
す
る

と
命
に
か
か
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

●
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
を

　

せ
き
や
く
し
ゃ
み
が
続
く
と
き

は
マ
ス
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。
せ
き

や
く
し
ゃ
み
を
手
で
受
け
た
と
き

は
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

●
手
洗
い
を

　

流
水
や
石
け
ん
を
使
っ
た
手
洗

い
で
ウ
イ
ル
ス
を
除
去
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

も
効
果
的
で
す
。

●
人
ご
み
を
避
け
る

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て

き
た
ら
、
人
ご
み
へ
の
外
出
は
控

え
ま
し
ょ
う
。
帰
宅
後
は
手
洗
い

を
忘
れ
ず
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
を

　

日
頃
か
ら
、
体
の
抵
抗
力
を
高

め
る
た
め
に
十
分
な
休
養
と
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
と
る
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
適
度
な
換
気
と
湿
度
の
保
持

　

一
時
間
に
一
回
程
度
、
短
時
間

で
も
部
屋
の
換
気
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。
空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
の

ど
が
乾
燥
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
室

内
は
加
湿
器
な
ど
を
使
っ
て
、
適

度
な
湿
度
（
50
～
60
㌫
）
を
保
つ

と
効
果
的
で
す
。
加
湿
器
が
な
い

場
合
は
、
ス
ト
ー
ブ
に
や
か
ん
を

か
け
る
な
ど
し
て
、
湿
度
を
保
ち

ま
し
ょ
う
。

●
予
防
接
種
し
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
65
歳
以
上
の
人
、
ま
た
、

生
後
６
か
月
以
上
か
ら
中
学
３
年

生
ま
で
の
人
を
対
象
に
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
人
は
、
12
月
31
日

ま
で
に
、
中
学
３
年
生
ま
で
の
人

は
、
１
月
31
日
ま
で
に
予
防
接
種

を
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

９
８
３
９
（
伊
藤
）

○
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
こ
そ
だ
て
シ
ッ
プ

　

助
産
師
が
「
こ
そ
だ
て
シ
ッ
プ

号
」
に
乗
っ
て
、
気
仙
管
内
で
申

し
込
み
の
あ
っ
た
仮
設
住
宅
や
自

宅
を
訪
問
し
ま
す
。
※
無
料

12
月
14
日
（
日
）
／
15

日
（
月
）

妊
婦
相
談
／
赤
ち
ゃ

ん
の
お
世
話
に
つ
い
て
な
ど

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
そ
だ
て

シ
ッ
プ
☎
０
８
０
（
４
７
２
９
）

３
９
１
１
（
助
産
師
：
渡
邊
）

※
24
時
間
対
応

○
点
検
商
法

　
「
設
備
の
点
検
で
す
」
と
言
っ

て
自
宅
を
訪
問
し
、
フ
ィ
ル
タ
ー

を
売
り
つ
け
る
訪
問
販
売
業
者
が

市
内
を
回
っ
て
い
る
と
の
情
報
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

契
約
し
て
し
ま
っ
て
も
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
や
契
約
の
取
り
消

し
等
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
大
船
渡
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

毎
週
月
～
金
曜
日
（
祝

祭
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

大
船
渡
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
（
27
）

３
１
１
１

○
特
殊
詐
欺

　

社
債
投
資
に
関
す
る
名
義
貸
し

を
持
ち
掛
け
和
解
金
を
要
求
す
る

手
口
で
、
市
内
の
70
代
女
性
が
４

回
に
わ
た
り
計
２
１
０
０
万
円
を

だ
ま
し
取
ら
れ
る
特
殊
詐
欺
事
件

が
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
発
生

し
ま
し
た
。

　
「
宅
配
便
で
現
金
を
送
れ
」「
名

義
を
貸
し
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ

た
と
き
は
詐
欺
と
疑
い
、
警
察
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

12
月
15
、
16
、
17
日

午
前
８
時
～
11
時
30

分
／
午
後
２
時
～
５
時
30
分

※
水
曜
日
は
午
前
の
み
、
日
程
は

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

亀
田
叔
子
先
生

鵜
浦
医
院
☎

（
55
）
２
１
２
５

★「陸前高田災害ＦＭ８０ .５MHz」では災害情報や生活関連情報を放送しています。広報りくぜんたかたと併せてご利用ください。

医
師

訪
問
日

申
込
先

支
援
内
容

受
付
期
間

相
談
日
時

日
程

問
い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ
先

保
健

だ
よ
り

保
健

だ
よ
り

3 9 3
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
備
え

よ
う

市
内
で
も
被
害
が
あ
り
ま
す

点
検
商
法・特
殊
詐
欺
に
注
意
！

鵜
浦
医
院
か
ら

皮
膚
科
診
療
の
ご
案
内

⑰



数字で見る陸前高田市
市内の火災救急活動（１０月）

（　）は 1 月からの累計
市の人口（１０月３１日現在）
◎住民登録人口（　）内は前月比

市内の交通事故（10月末現在）
大船渡警察署調べ。（　）は１月からの累計

◆人身事故
◆物損事故
◆負 傷 者
◆死 亡 者
◆飲酒運転

男
女
計

世帯数

◆建　　物
◆林野・その他
◆出動件数
◆搬送人員

２件
２５件

２人
０人
０人

９，８７５人
１０，５３４人
２０，４０９人

７，６２３世帯

０件
０件

６４件
６１人

（２４件）
（３６３件）
（３０人）
（　１人）
（　４人）

（－１６）
（ － １）
（－１７）

（　 ６）

（  ２件 ）
（  ０件 ）
（６４３件）
（６２１人）

※前年同月との比較（－１７５）

◆編集・発行◆　陸前高田市企画部まちづくり戦略室　〒０２９－２２９２ 岩手県陸前高田市高田町字鳴石４２番地５　☎０１９２（５４）２１１１（内線１７３）
　　　　　　　　ホームページ http://www.city.rikuzentakata.iwate.jp　Ｅメール senryaku@city.rikuzentakata.iwate.jp

健康推進課保健係（内線２４３）

①Ａを鍋に入れ火にかけ、砂糖を溶かしておく。

②もち米はといでから１時間ほど水につけてザルにあげ、水切りをする。

③最初にもち米を蒸し器で２０分蒸す。

④蒸したもち米を一度ボールにあけ、①をまんべんなく混ぜる。

⑤④を蒸し器で再び２０分蒸す。

⑥四角い箱（菓子箱等）にラップを敷き、⑤の蒸したもち米を敷き入れ、黒ゴマ、
くるみをふりかけて重しを乗せ、冷めたら包丁で切り分ける。

黒蜜姫（おふかしがんづき）

　・もち米‥‥‥‥‥５カップ

　・玉砂糖‥‥‥‥‥１００ｇ

　・しょうゆ‥‥‥‥‥５０cc

　・水‥‥‥‥‥‥‥１５０cc

・くるみ‥‥‥‥‥‥‥１０ｇ

・黒ゴマ‥‥‥‥‥‥‥１０ｇ

A

作
り
方

材料

問い合わせ先

食改
レシピ

　おふかしを菓子箱に敷き入れ、包丁で切り分けていただく“がんづき”のようなおふか
しです。少し古くなったもち米をおいしく味わえる先人の知恵だそうです。白砂糖や栗、
あずき等を利用してアレンジを広げてみてください！

一 言 メ モ
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